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処女詩集は中学から高二の始めまでに書き溜めた中から、作られたが、第二詩集は高二の真

ん中から、２１歳の夏までの間の詩ノートから成った。表題作「朝と昼のてんまつ」は阪神淡路大震

災の前日に書いた詩。当時、安定剤の副作用と思うが、おしっこがなかなか出ずに苦しみ、スクー

リングの日によく心臓がばくばくして、息苦しいので、悩んでいた。第二詩集には高二に書いた、シ

ュルレアリスム詩の真似した詩と、二十歳頃のエッセイ詩から出来ている。僕はシュルレアリスムの

詩を見て欲しく、指導されたい、またシュルレアリスム詩人の友が欲しかったが、現れなかった。出

版後、良いと言われた詩はエッセイ詩だった。それが、意外であった。しかし、ダダ・シュルレアリス

ム志向は変えず、あくまで変な詩を目指したが、それが正しいのか、今一つ解らない。大人しい詩

が嫌だ。変わった詩が好き。初期から、賑やかな鈴木志郎康のプアプア詩篇が目指す詩の傾向

である。マリ詩も好きなのだが、プアプア詩が好きなのだ。 

 僕はバカな者であり、ずっと、ビートたけしと同一化し、ビートたけしのような詩人になりたいでは

なく、たけしになりたいと思っていた。芸人のたけしよりも、映画人としての武の映画世界に没入し

ていた。同じ映画を３６５回見て、その過激なバイオレンス描写が精神病を酷くさせた。その突発的

暴力が、僕を常に怖がる者に落とした。また、暴力衝動の絵が、頭にいまだにふっと浮かんでは恐

怖することがあり、そんな時は祈る。芸術としての狂気に魅了されるのだが、狂気、暴力を、僕は

一番恐れる。今、同一化を止めて、個人の意識を持ち、ダダ詩とエッセイ詩を交互に書いている。

若い時の特徴として、過激な映画に新味を覚えたが、人は過激を続けられないのかも知れない。

過激な作品は今も好きな方だが、人は鈍を避けられないようだ。ただ、鈍は平和だが、鈍は退屈な

死だ。やはり、活気盛んになりたい。振り返って見ると、病院と教会ばかり、通っている。 

 ２２歳になる年、今までの活動は間違っていた、と、激しく悔い、映画ばかり見て、女性に好いて

あれこれ悩むことは空虚だと、快楽は罪だと強く念じて、詩作の軽さを悔い、難しくしようと、錯覚し、

歌を絶やし、重くしたいと、意識的にタッチを変えて、家に閉じ籠り、部屋でご飯を食べて、一人き

りになり、誰とも付き合わず、読書し、詩作と句作に徹した。その生活を４ヶ月ほど続けて、その方

法は心身に悪いと知った。ある日、４ヶ月、唸って書いた詩が、観念的で、暗すぎて良くなかった。

頭中心の世界であった。その時の後遺症が時たま現れて、苦しい。もっと良い詩を書きたいと、ず

っと、思い続けている。 

 ２５歳頃に自費出版した、第三詩集「時間の草」は書きたかった詩を書いて、書きたいことを書い

た詩集だが、詩論のような詩が幾つかあり、それが読者にとって、良くなかったようで、全体的に鈍

だった。出版後、自分の筆を疑い、もう駄目だと落ち込み、２０代前半はスポーツ刈りだったが、丸

刈りにし、個人詩誌「白黒目」を毎月発刊して、詩的活動はそれだけにした。毎月、必ず、発刊し



続けている。主宰誌「海程」の同人になったのは２０１０年のこと。金子兜太師には「朝日俳壇」への

投句とその評により、俳句を創るイコール映像を創ることと、評と全集全四巻を二十代後半で読破

し、学んだ、「金子兜太集」全四巻はいつか再読しようと、本棚に宿題のように並べているが、ボロ

ボロで箱は紛失。ガムテープで補強している。その頃に詩人の宗左近さんから詩集を度々頂き、

それは一行詩集？いや、創句だったか、励まされ、少しやり取りした。詩誌を送ったと思う。亡くな

られて、恩師も亡くなられて、寂しい風のような。詩を見てくれる人がいなくなり、教えられたことを

思い出しながら、自分で自分に課題を与え、それをすることのみとなった。残された書物を何度も

読む為に本はボロボロ。沁みだらけ。とても貸せないし、見せるのが恥ずかしい。ボロボロの本は読

んだ証なのだろう。暮らしていると、自然と汚れ、色褪せる。古本の味でもある。 

 二十代はそのように過ぎ去り、良かったことは唯一、２００５年に「西東三鬼賞」で「秀逸」を頂いた

ことだけである。恋も破れて、それ以来、いまだに恋と出会った試しはない。 

  


